
４月末頃からカイツブリのカップルが、仲良く巣作
りをしていました。５月６日になると、大きくなった
巣上に１羽がジッと座って“抱卵スタイル”開始。
その後も、１羽が巣上で“抱卵スタイル”継続。時々、

他の１羽が巣に近づいていました。
“抱卵スタイル”確認20日後、親鳥の背中やお腹から

４羽のヒナが顔を出しました。
時には、ヒナだけでお留守番。アッ！親鳥がエサを

持って、巣に帰ってきました！「ママ～！お帰り～！ご
飯！ちょうだ～い！」と、ヒナたちが一斉に親鳥のお出
迎え！
あれから１ヶ月以上がたち、ヒナたちは全員元気に

巣立っていきました。

カイツブリのヒナ誕生
 ５月25日（木）

７月
草花標本づくり教室（自由参加）
７月２日（日）午前９時～11時30分
植物を観察・採集して標本を作ります。

バードウオッチング（自由参加、雨天中止）
７月23日（日）午前９時～11時30分
夏の野鳥を観察します。

天体観測（要申込・定員20人、雨天中止）
７月29日（土）午後７時15分～
夏の天体、主に土星を観察します。

昆虫教室（要申込・定員20人）
７月30日（日）午前９時～11時30分
昆虫採集や観察の仕方を学びます。

８月
川の生き物教室（要申込・定員20人）
８月６日（日）午前９時～11時30分
川の生き物の観察と飼育方法を学びます。

バードウオッチング（自由参加、雨天中止）
８月27日（日）午前９時～11時30分
夏の野鳥を観察します。

美しい自然をいつまでも絶やさずに

毎年この時期になると、「トキソウ」が約４～５
㎝の美しいピンク色の愛らしい花を咲かせます。
ガガンボがその美しさに魅せられて、蜜を吸いに
やって来ました。
土岐市に咲いているから「トキソウ」ではありま
せん。国の特別天然記念物である“朱

と

鷺
き

”に関係が
あります。朱鷺は、春から夏にかけて翼の下面が
朱色がかった濃いピンク色となり、その色のこと
を「朱

と

鷺
き

色
いろ

」といいます。その色とよく似ているの
で「トキソウ」と名付けられました。美しい野鳥朱
鷺の学名は、「ニッポニア・ニッポン」で、「日本
を象徴する鳥」とも言われます。しかし、美しい
色の翼のため、乱獲され絶滅し“野生絶滅”として
繁殖・飼育下でのみ存続している種です。
トキソウも湿地の減少や盗掘により激減し、関

東の一部では絶滅。全国的には、絶滅の恐れがあ
る“絶滅危惧種”指定です。
こんな愛らしく美しい野草トキソウが、土岐市

では現在でも絶滅せず、自生しています。この美
しい自然をいつまでも守り続けていきましょう。
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陶史の森は自然環境保護地域です。動植物や石などは絶対に採らないでください。また、ペットの同伴はご遠慮ください。

土岐市ネイチャーセンター
☎○59　5144
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